











































　「トリーア市庁舎新聞」2018 年 11 月 6 日（火
曜日）4 頁 1 に、以下のような記事が掲載された。
「2018 年 11 月 9 日、ユダヤ人への迫害を想起す





























































3　Stiftung “Denkmal für die ermordeten Juden Europas”. この名称から考えると、恐らくこの財団は殺害され
たユダヤ人のために各地に記念碑を設置することを目的としている。
4　AGF のホームページによれば、このデモには 360 名以上が参加している。
5　批判期の最初の倫理学書でカントは、「嘘をついてはいけない Du sollst nicht lügen」という「命令 Gebot」
について、これをあらゆる人に妥当する高い一般性をもつ道徳法則の一つに数えている。“Gebot” には「( 宗
教的 ) 律法」という意味もある。カントはここで『旧約聖書』にみられる「律法」を念頭に置いていたの
かも知れない。以下を参照。Immanuel Kant, Grundlegung zur Metaphysik der Sitten, Riga 1785, Neudruck: 





























































6　記述にあたっては、以下の文献を参考にしている。Stefan Heinz, Andreas Tacke, Andreas Weiner: Trier 
1512 – Heiliger Rock 2012, Imhof-Kulturgeschichte, Petersberg 2011, 2. Auflage 2012; Joscha Remus, City/
Trip Trier, Trier 2017;Rolf Lorig, Ingrid Fusenig, Chrsine Cüppers, Triers schönsten Seiten, Medien-Verlag 
Schubert, 2014.
7　これは、コンスタンチヌス一世 Constantinus I; Flavius Claudius（272 年生～ 337 年没、在位 324 年～ 337 年）
が建造したものとされている。彼ならびにその母ヘレナ（Helena 248 年頃生～ 328 年頃没）にまつわる遺物
が市の内外で見つかっている。
8　これもまたコンスタンチヌス一世の命により、4 世紀初めに宮殿として建造されたものとされる。
9　この「聖衣」は 1512 年にトリーアで帝国議会 Reichstag が開催された折に、マクシミリアン皇帝の希望で
一部の人々に公開されている。また直近では、その 500 年にあたる 2012 年に公開された。以下を参照。S. 







































主義 ( ナチス ) 時代のトリーア」、「困窮する人々
の保護」、「一つの世界」といったテーマを包摂す








10   マルクスはユダヤ人の家庭に育っている。
11 この団体の出版物に次のものがある。トーマス・ツッヒエ編『総統に代えて。国家社会主義（ナチス）時代
のトリーア』Thomas Zuche （Hrsg.） StattFührer. Trier im Nationalsoziaismus, 3. überarbeitete und erweiterte 
Auflage, Trier 2005. “StattFührer”は、「総統」すなわちヒトラーは要らない、というほどの意味だろう。また、
「町の案内書 Satdtführer」と発音がほぼ同じなので、市内にある迫害とレジスタンスの跡地を訪ねるという










































13   5 月 8 日は、第二次世界大戦においてドイツが（1945 年に）無条件降伏を受諾した日である。
14   これは、トリーアだけでなくドイツの広範な地域に置かれている。
15   ここで意味されているのは、労働に携わることのできなかった人々や障害をもった人々である。
16   このようなリストに「カトリックの聖職者」が加えられることは比較的珍しい気がする。手元のデータに
よれば、1985 年 5 月 8 日に当時の西ドイツ大統領ヴァイツゼッカー（Richard Karl Weizsäcker）が行った
演説でも、「カトリックの聖職者」には言及がなかった。恐らくトリーアの町で起こった何らかの事件にち
なむものだろう。
　このリストに「ロマ Roma」の人々を加えると、
一般に戦後の西ドイツ以来、ドイツが犠牲者とし
て謝罪の対象とした人々が揃うことになる。同団
体の別の資料には「トリーアからアウシュヴィッ
ツへ　―シンチとロマへの迫害」という表題がみ
られるので、「ロマ」ないしジプシーと呼ばれる
人々もまたこの地に居住していたことがわかる。
おわりに
　過去に一度起こったことは、また繰り返し起こ
るといわれる。恐らくその通りなのだろう。そう
なるよう決まっているのかもしれない。しかし、
それでも何がしかそのことに抵抗する手段があ
り、またそれが可能であるならば、これを行うこ
とが私たちに課されているのではないだろうか。
過去に起こったことを忘却しないために繰り返し
そのことを想起するための活動を行うこと、これ
は私たちに可能な過去の忘却に抗うための手段で
ある。これもまた結局は目的を成就することなく
終わるのかも知れない。しかしこのような活動を
繰り返すことが私たちには課されているように思
われる。
〈躓きの石〉
